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築け未来を行動力と先見の眼で
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財団月間＊＊ロータリーへ

きありがとうございました。久し振りに皆様

にお会いできて、うれしく思います｡”とニコ

ボックスに入れて頂きました。

一｡｡一・・一｡。 晩餐会 。｡＝｡。‐｡｡－

◇佐久間親睦活動委員長歓迎挨拶

本日のコンサート開催にあたり、林君には

多大なご協力を頂き、又、ご家族、友人の方々

に多数ご参加頂きまして本当に有難うござい

ました。存分に楽しんでいって下さい。

◇西川会長挨拶

会員の皆さん、それにご家族の皆さん

今晩は、本夕はようこそおいで下さいまし

た。日頃は、ロータリーの活動について多大

のご理解とご協力を頂きまして、まことに有

難うございます。

唯今、佐久間親睦活助委員長の“歓迎の挨

拶”の中で紹介がありましたように、本日の

ディナーシ三一は、 “ジャッキー吉川とニュー

ブルーコメッッ＆エミージャクソン”であり

ます。

先程、ニコボックスの委員会報告の中で、舎

人副委員長から「わが青春の思い出ブルー

コメッツ」として、感慨に満ちた浄財を入れ

られたことを伺いました。ほかにも同様の感

慨をお持ちの方が沢山おられると思います。私

も大変僅かしい気持ちでおります。

本日来演されましたグループは、「ニュー」
が頭についておりますから、いくらか昔のブ

ルーコメッツと違った点があるかもしれませ

んが、あの独特のロマンチックなサウンドの

響きに大きな変わりはないだろうと思います。

ブルーコメッツと言えば、あの「ブルーシャ

なんとか、かんとか」私はよく知りませんが、

どうかゆっくりお楽しみ下さい。

終りに、来月には年末会員家族懇親会があ

灘篭蕊臨髄璽
誰演“私の仕事” 日下部康生君

“医学の進歩と人間の英知”水野宏君

灘蕊篭藻
秋季家族会名古屋観光ホテル1830~

◇“奉仕の理想”

◇出席報告

会員 70(69)名 出席 43名

出席率 62.32％

前々回 10月29日（修正出席率) 98.59%

◇ビジター紹介 62名(11/12)

◇ニコボックス

三好 親君寒くなりましたが、まだ若い

から”・

舎人経昭君若き日の思い出ブルーコメ

ッッさんありがとう

足立一成君、二村 聰君、堀江宏輝君、

伊豫田博明君、釜谷健一君、河村政孝君、

菊池昭元君、小林 明君、小杉啓彰君、

松居敬二君、水野民也君、中井常雄君、

中山信夫君、成田良治君、西川豊長君、

大谷和雄君、尾関武弘君、鴬谷龍男君、

笹野義春君、菅原宣彦君、鈴木正男君、

鈴木理之君、竹内眞三君、田中昭二君、

津牧孝臣君、渡辺辰夫君、吉田節美君、

吉田 玄君親睦委員会ご苦労さん

在田忠之君、林 敏彦君、宮尾紘司君、

佐久間良治君寒い中ご出脈ありがとうござ

います｡最後までごゆっくりおくつろぎ下さい。

※元事務局員の岩田和子さんより“お招き頂

へ
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☆元財団奨学生がチームとなって

緒方貞子さん68才と、クリス・ジェスキンス君
26才は、ロータリー財団を通しての絆で結ば

れている二人です。二人共、ロータリー財団の

元国|際親善奨学生です。緒方さんは、1951-52
年度の奨学生で、ジェンキンス君は1994-95年度

の奨学生です。年齢に43年の違いはあっても、

このたび、二人はロータリー関係のプロジェク

トを提携して実施されることになりました。

現在、国連難民高等弁務官をつとめておら

れる緒方さんは、先日、カナダのカルガリー

で開催された国際大会の席上、1996年のロータ

リー国|際理解賞を受賞され、本賞と共に授与

される10万ドルの補助金は、アフリカにおけ

る難民の子供たちのための環境保全プログラ

ムに充当することを発表されました。

カルガリー大会で緒方さんと ・緒になったジ

ェンキンス君は、国連難民商等弁務官事務所
によってスポンサーされ、ケニアの難民サン

ターに設置された貞子キャンプでボランティ

アとして奉仕することを申出ました。その記

念としてジェンキンス君は、親善奨学生とし

て留学中に制作した作品を緒方さんに贈呈し

ました。チリの留学先へ米穀ワイオミング州

から自転車で旅行したジェスキンス君は、厳

しい生活環境には倣れている若者です。
☆財団プログラムの副産物

ロータリー財団プログラムは、時折、思い

がけない副産物を生みます。例えば、石渡文

子さんが受領した奨学金です。

1995-96年度の第2750地区から国際親善奨学
生として、石渡さんは、ケニアのナイロビに

あるAfricanCentreforTecgnologyStudies

に留学中、東京のスポンサー・クラブの会員
で彼女の顧問カウンセラーである竹腰呂明医

師の訪問を受けました。石渡さんは、その折、

竹腰医師を、彼女のホスト、ナイロビ南ロー
タリー・クラブが実施しているプロジェクト

へ案内しました。

プロジェクトから深い感銘を受けて帰国し

た竹腰医師は、地区の世界社会奉仕委貝長(当
時)として、第2750地区のリーダーに同プロジ

ェクトへの支援を訴えました。その結果、ケ

ニアで義足を必要としている人たちには全部
無料で義足を提供しているナイロビ南クラブ

のジャイバー義足プロジェクトへ､米貨1,000ド
ルの支援金が届きました。

ります。昨今はツインビルとか、ツインタワー

が続々建てられ、ツインばやりでありますが、

本日の家族会と年末の会員家族懇親会もツイ

ンであります。本日ご出席頂きました方々に

おかれましては、是非年末の懇親会にもご出

席下さいますようお願い申し上げます。

◇乾杯鈴木(正)直前会長

今肖の家族会が楽しい思い出として、皆様

の心に残りますように11

－""‘'･~一~･"'"‘･一ディナーショー

今回の秋季家族会は“ジャッキー吉川とニ

ューブルーコメッツ＆エミージャクソン”の

ディナーショウを名古屋観光ホテルにて開催

致しました。

一

ジャッキー吉川さんの迫力あるドラム、若

いメンバーによる“ブルーシャトウ”、エミー

ジャクソンによる“涙の太陽”などで、会場

にまるでディスコのように…

へ

若い頃に戻り、皆さん楽しいんで頂けたで

しょうか？

ご長男がお生まれになった年に“ブルーシ

ャトウ”がレコード大賞をとり、よくお世話

をしながら聞いたという松居会長エレクトの

|別会挨拶に続き、帰りの新幹線の時間に追わ

れながらも“手に手つないで”をニューブルー

コメッツの方が伴奏して下さり、お開きとな

りました。

12月17日(火)に年末会員家族懇親会を愛知

厚生年金会館で開催致します。金城学院の生

徒さんのハンドベルクワイヤーによるクリス

マスソングの演奏、黒人歌手によるコンサー

ト、ビンゴケーム等計画致しておりますので、

皆さんふるってご参加下さい。

◇例会変更のお知らせ

名古屋錦RC ll/26(火)1.DM.の為、プチ
ヴェールにて18時半より

名古屋栄RC 12/2(月）年次総会の為、名
古屋クレストンホテルにて

◇次回例会（11月26日）

誰満“最近の原子力情勢”
中部電力㈱広報室部長
岡村美好氏（紹介三好君）
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